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■新年、明けましておめでとうございます。■
明けましておめでとうございます。平成２８年は、たいへん暖かく穏や

かな幕開けとなりました。昨年、保護者や地域の皆様方には、本校の教育
活動に、多大なご支援やご協力を賜り、誠にありがとうございました。今
年の干支は申ですが、申にイ（にんべん）をつけると伸という字になりま
す。私はこの字を見ると、若山牧水の「若竹の伸びゆくごとく子ども等よ
真直ぐにのばせ 身をたましひを」という短歌を思い出します。
１月６日（水）の冬休み明けの集会では、各学年と生徒会の代表が、年頭所感を発表しま

した。それぞれ、学習面や生活面そして部活動など、今年の目標とそれを実現するための具
体的な取組について、力強く発表してくれました。今年も、生徒たちの学力や身体、そして
心が若竹のようにすくすくと伸びていくよう、全職員で全力を尽くして参りたいと思います。
本年も、どうぞよろしくお願い申し上げます。

△よく頑張った！第４１回 平成２８年新春山麓路ロードレース大会△
１月３日（日）、西小林入佐運動公園において、第４１回平成２８年新

春山麓路ロードレース大会が行われました。当日は、晴天に恵まれ、小学
生から一般まで２１７名の参加者が市内外から集まり、健脚を競いました。
本校からは、陸上部を中心に１４名の生徒が参加しました。残念ながら、

上位入賞は逃しましたが、全員が最後まで頑張り完走しました。また、当
日は、全国高校駅伝大会で５位となり、４年連続入賞
を果たした小林高校駅伝部の選手も３名参加していま
した。全国レベルの選手のスピードとスタミナに生徒
たちは驚いた様子でした。
今後、本校の生徒たちも、全国大会等で活躍するよ

うな選手に成長してくれることを期待したいと思います。

◆成人式に参加して◆
１月５日（火）に、小林市文化会館において成人式があり、来賓と

して出席しました。着物やスーツに身を包んだ４９８名の新成人を祝
う会に、多くの来賓や家族の方も出席されていて、会場は満杯でした。
その際、参加していた多くの方から、ここ数年の中で一番素晴らしい
成人式だった。という声が聞かれました。特に、成人式での話を聞く
態度やマナー、そして、新成人の誓いの言葉も素晴らしいものでした。

新成人の代表の言葉に、「おめでとう！と声をかけられることが多くなった。それだけ多く
の人に支えられていたことに気づかされた。支えてくれた周囲の人たちに感謝し、自分の言
動に責任をもち、夢に向かってさらに頑張っていきたい。」また、「社会や地域に貢献できる
よう、今できる最大限の努力をしていきたい。」と感謝と決意の言葉を述べました。これから
の小林市を担う新成人の頼もしい姿を見ることができて、とても嬉しく思いました。
本校の生徒たちも、朝の奉仕活動や生徒会による挨拶運動など、周囲や学校のために、貢

献してくれる人が増えてきています。今後、さらに、周囲の人のために「何ができるか」を
考えて、実行する人が増えてくれることを期待しているところです。

□自分の生活設計について考えてみました！□
１月１５日（金）の３・４校時、銀行協会の方を講師に招いて、３

年生を対象に生活設計・マネープランゲームによる生き方教室を行い
ました。授業では、２０歳から退職（６０歳）までの収入と支出につ
いて、班ごとに計算をしていきました。ゲームを通じて、年収、結婚、
子ども、家族構成、共働きかどうか、そして、人生の３大支出である、
家、教育費、老後の資金等をどうするのか考えたり、景気の動向をは
じめ、様々なアクシデントが発生することなどについても学びました。
結果的に、退職時に１千万円の借金がある班や２億円の貯金がある班も出てきました。こ

の大きな差の原因としては、初任給の差や、自分の収入に応じた生活を送っているかどうか？
ということなどが、後々の大きな差となるということ。また、フリーターでは、後々に生活
できなくなる。そのためにも、高校や大学で資格をとって、正規職員として就職することが
必要であるということ等についても学びました。
高校入試、卒業を間近に控えた３年生とって、今後の進路や人生設計を考えていく上で、

とても参考となる授業だったのではないかと思います。

西小林中学校だより



◎一人平均２６．２冊 図書室の本の貸出冊数がどんどん増えています！◎
１２月２５日（金）から学校は冬休みに入ります。３年生は、三者面談が終わり受験校が

決定しました。生徒たちは、それぞれ自分の夢の実現に向けて、目標とする進路先に合格するた
めに一生懸命受験勉強に励んでいます。このような中、食事や心の面で支えてくれているのは家
族です。また、１，２年生も、家族の協力や支えがあって、楽しい毎日を過ごすことができてい
ます。この冬休みには、日頃お世話になっている家族に、感謝の気持ちを言葉と行動で表してみ
ましょう。元旦には、１年間の目標を立てて頑張って欲しいと思います。


